
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘
するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を
保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾
者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2.0

2.8

3.6

4.4

5.227

34

41

48

55

15/1 15/5 15/9 16/1 16/5 16/9 17/1 17/5

【ブラジルレアル】

対米ドル（右軸）

対円

（左軸）

（レアル/米ドル）

レアル高

レアル安

（円/レアル）

（年/月）

2017年4月13日 ブラジルの金融政策（2017年4月） 
2017年2月23日 ブラジルの金融政策（2017年2月） 
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2017年5月19日 

テメル・ブラジル大統領に辞任・弾劾の可能性が浮上 

 政治の先行き不透明感の強まりから、市場では金

利が上昇（債券価格は下落）し、株価は急落し

ました。為替市場では、それまで1米ドル/3.10レア

ル前後で推移していたブラジルレアルが、不祥事の

隠ぺい疑惑の報を受けて、同3.40レアル近傍まで

9％近くの下落となりました。 

経済改革に支障をきたすリスクが浮上 

 ルセフ前大統領の弾劾・罷免を受けて2016年に就任したテメル大統領に、不祥事隠ぺい疑惑が持ち上

がりました。 

 5月17日付の現地紙によれば、汚職隠ぺいのため、テメル氏がマネーロンダリング（資金洗浄）などの罪で

現在は収監中のクーニャ元下院議長に口止め料を支払うように指示した場面を録音したとされるテープが

最高裁判所に提出されました。 

 クーニャ元下院議長は、現政権与党であるブラジル民主運動党（PMDB）の重鎮で、16年のルセフ前

大統領の弾劾を主導しました。 

テメル大統領に不祥事隠ぺい疑惑 
汚職隠ぺいのため、口止め料を支払う指示を行った疑い 

大統領は疑惑を全面否定 
不明な点も多く、先行きは不透明 

（注）データは2015年1月1日～2017年5月18日。 
     右軸の（レアル/米ドル）は逆目盛。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

 テメル大統領側は声明文を発表し、疑惑を全面否

定するとともに辞任はしないと断言しました。 

 テメル氏がクーニャ氏に口止め料を支払う指示をした

ことを示す録音テープが実際に存在するのかどうかは、

現時点では明らかではありません。 

 現時点では、不明な点が多く、今後、事態が大きく

変わる可能性があります。 

 仮に録音テープの内容が真実であれば、前任者の

ルセフ氏に続きテメル氏も弾劾される可能性が高ま

ります。テメル政権が取り組んでいる財政再建や、

議会で審議が進められている年金改革などが、とん

挫する恐れが強まるため、当面は政局を注視する

必要がありそうです。 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/southamerica/news170413lt.html
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